
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ポスト市民会館の行方◆ 
 

平成 19 年 3 月末、旧市民会館閉館に伴い、我孫子市は新たな文
化施設の建設に向けて、二つの委員会を立ち上げ、「文化施設検討
委員会報告書」、「市民会館跡地利用検討委員会報告書」をまとめま
した。二つの報告書には我孫子市にふさわしい文化施設の規模、内
容、建設候補地が提示されました。その後、市は第四期実施計画
（平成 20 年～22 年）に「新たな文化施設の検討」として位置づ
け、施設整備における諸課題ついて庁内職員で構成された「我孫子
市文化施設建設研究会」を立ち上げ、具体的な検討に入りました。
この研究会の報告書が 6 月定例市議会初日に「我孫子市文化施設研
究会報告書」として議員全員に提出されました。 

一方、旧市民会館の跡地処分は昨年 6 月以降、紆余曲折を経て、
今年、4 月 20 日柏市の医療法人から買い取りの打診があり、現
在、契約に向けた協議が進んでおり、仮契約が成立すれば 9 月議会
に契約締結の議案が提出される予定となっています。 

議員に提出された文化施設研究会報告書では、建設適地の検討
（3 候補地）、建設費の概算額、財源措置、他市文化施設との広域
利用、今後の進め方などがまとめられています。 

課題として建設適地である 3 候補地とも農用地区域であり、農用
地からの除外や農地転用手続きが必要になること、建設概算額が
36 億～44 億円と高額になること、財源措置として国からの交付金
「まちづくり交付金」、民間資金（ＰＦＩ）の活用などが検討され
ています。厳しい財政状況の中、私が注目しているのは、お隣の柏
市との広域連携により、公共施設の相互利用を促進し、共同建設で
きないものか模索することです。今後、十分な検討が必要になって
います。 

老朽化して、現在、対震調査を実施している柏市民文化会館の今
後も含め、手賀沼エコマラソンを共同で行なっている柏市と手賀沼
周辺に相互利用できる（仮称）手賀沼ホールの建設も一つの方法とし
て真剣に検討すべきだと 6 月の教育福祉常任委員会で市長に提案を
しました。 

 
◆######################################################◆ 

 
宏と語る小さな小さなティーパーティーのお知らせ 

 
｢これで良いのか、我孫子市は｣の視点で、6 月議会報告を含め 
たティーパーティーを下記のごとく開催します。市政の諸問題 
を取り上げながら行なう和やかなティーパーティーです。 

どうぞ、みなさん奮ってのご参加をお待ちしております。  
◆ 日 時：平成 21 年 7 月 18 日(土) 午後 6 時～7 時 30 分位 
◆ 場 所：布佐南近隣センター集会室(布佐南小近くです。) 
◆ その他：参加費無料、事前予約等不要です。 

◆#######################################################◆ 
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「人生は時間の長さではなく、思い出の数」 

 
うっとうしい梅雨の季節となりました。皆様、いかがお過ごし

でしょうか。6 月 14 日、県都、千葉市の有権者は今回の出直し
選挙で市長選史上最高の 17 万票という獲得票で、31 歳の未知数
の若者に市政を託しました。 

 
 一念発起! 

 
彼は政治不信を募らせていたサラリーマン時代の平成 18 年、

民主党から誘われた千葉市議の公募に挑戦する為、一念発起、す
ぐに都内から千葉市稲毛区に転居、翌年の平成 19 年に稲毛区選
挙区で見事トップ当選をしました。彼は独身、市議経験はわずか
2 年間、政令市では最も新鮮な現役最年少の市長がここに誕生し
ました。 
 千葉市は我孫子市と同様に、財政的には苦しい自治体、彼はモ
ノレール延伸中止やスポーツ公園整備見直しなどを公約に掲げま
した。対抗馬の元副市長は「あれもカット、これもカットでは今
後の市政はどうなるのか。やるべき事業は続ける」と継続を訴え
ました。 
 千葉市民は延伸中止など市民の利便性低下につながる可能性の
高い公約を掲げた彼を強く支持、ダブルスコアーに近い、圧倒的
な強さで市長に当選しました。 
 

立場は人をつくる! 
 
 多くの有権者が見守る中で、これからの市政運営は市長と議会
が議論を尽くし、対立や混乱を自らが克服していかなければなり
ません。最年少の年齢ゆえの「未熟」との批判はありますが、
「立場は人をつくる。」と言います。市長にふさわしいといわれ
る実績をつくり上げ、95 万市民、政令市のかじ取り役を立派に
果たしてほしいと願っています。 
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◆平成 21 年 6 月議会◆ 
 
6 月定例市議会は 6 月 8 日から 24 日まで、17 日間開催されまし

た。提出された議案は 7 議案で、重度障害者医療費の支給に関す
る条例の改正、子育て支援施設の設置及び管理に関する条例の改
正、我孫子市農用地等の保全活用に関する条例、一般会計補正予
算などでした。 

特に、「農用地等の保全活用に関する条例」について所管の環境
生活常任委員会で多くの委員から、条例が本当に農用地保全・活
用につながる条例となり得るのか、その効果、担保性に多くの疑
問が出されました。また、市民のパブリックコメントの多くが条
例反対の意見であることや国の農地法改正が可決(6/17)されたこ
とによる条例への影響、千葉県との農用地解除、下協議が進んで
いないことなど、条例提案が時期尚早であり、継続すべきとの意
見が出され、常任委員会では多数継続となりました。(本会議で可決) 

●請願・陳情 
① 肝炎対策のための基本法の制定を求める意見書…可決 
② 根戸地区に「あびバス」の運行を求める請願…可決 
③ 市議会議場に国旗・市旗の掲揚を求める陳情…継続 

 
●印南の 6 月個人質問骨子 

① 産業の活性化と郷土愛を育む施策について 
② 非正規職員と自治体雇用の在り方について 
③ 常磐線・成田線の利便化について 

 
 
個人質問 抜粋 
 

産業の活性化と郷土愛を育む施策について 
 

我孫子市商工業振興基本条例の策定について伺います。 
まずは最初に、条例案が当初の予定より遅れた理由について詳

細をお聞かせ下さい。私は商工業振興の基本となる条例は必要な
ものと考えます。我孫子市の現況を考えますと我孫子の有力な資
源である「農業の振興」を含まない振興基本条例は、当市に、な
じまないと考えています。あびこ型農業も立派な産業であるし、
効率の良い、生産活動をしやすい環境の確保や、自然にやさしく
魅力ある新たな都市型農業を振興する為にも、農業分野を含めた
「産業振興基本条例」とすべきと考えますが、いかがでしょう
か？お考えをお聞かせ下さい。 

工業の分野で見ると、当市は東葛地域で工業団地が一か所もな
い自治体であり、商工会の加入率は今年 3 月末現在、組織率
50.7％、地域商業者が一体となった取り組みを行うために、加入
率が向上するような魅力ある商工会づくりが、まず必要と考えま
す。条例の中に、事業者の責務として、商店会への加入や応分の
負担を求めることや、商店会事業に協力することも努力義務では
ありますが、明記することになると思います。 

 
現在の商工会をより魅力ある組織に変貌させる努力こそ、今必

要なことだと考えます。そのためには商工会と市の関係もより強
化をしなければなりません。現在、月一回のペースで実施してい
る定例の話し合いの場の充実、人事交流の実施、消費者や若手経
営者との積極的な意見交換など改善すべき事項が山積していると
考えています。この点についてもお答えをお願いします。   
（詳細については議会だより・HP 等をご参照下さい。）  

独り言 ◆学区を考える！◆ 
 

我孫子市内には現在、小学校が 13 校、中学校は 6 校あります。
昨今、全国的に学区の自由化が進められていますが、我孫子市の
学区は、我孫子市立小学校及び中学校通学区域に関する規則によ
り、就学すべき学校を指定しています。 

教育委員会は、原則的にはこの規則に基づき対応しています
が、子供や家庭の都合などの理由により、保護者からの学区変更
の願いが出され、適切と判断されたときは、通学途上の安全が確
保されることなどを条件に柔軟に対応しています。昨年度、新小
学生になる際に、学区外就学願を許可された人数は 112 名、同、
新中学生は 83 名となっています。 

私は、学区は原則として守るべきと考えています。自由化は一
般に大変、聞こえは良いのですが、選ばれたのではなく、「選ばさ
れた」、自由は名目で「不自由」になってはいないのかと危惧して
います。全国的に自由化見直しの声も多く聞こえています。地域
の中で子供を育て、安全を守るということが義務教育では大切だ
と思っています。 

ただ、東西に細長い我孫子市の現状は西高東低、西側の我孫子
や天王台地区は子どもの数が増加、逆に東側の布佐、新木地区は
子どもの数が減少しています。極端なアンバランス状態になって
います。また、大規模校へ通学を希望するケースも増え、加えて
人口の偏りで小中学校の児童、生徒の格差はますます拡大してい
ます。 

この 6 月議会で天王台地区の第三小学校に校舎増築のため 2 億
8 千 2 百万円を予算化したように、たびたび校舎増築の必要な学
校もあれば、各学年一クラスの学校もあります。 

学区の問題は大変デリケートな問題ではありますが、市の財政
を考慮すると効率的な学校施設の使い方や格差問題の是正にむけ
た検討の場が必要になっています。 
 

 
♪ 是非、ご覧下さい!! ♪ 

 
◆印南宏が代表を務める 

「あびこ２１」ホームページ  http://abiko21.exblog.jp/ 
◆我孫子市公式ホームページ  http://www.city.abiko.chiba.jp/ 

 

 

  


